
国語科学習指導案 

 

実施学級 第２学年 ２組 ４１名     

 

実施日時 令和 ７年１１月１８日 ５時限  

実施場所 ２年２組            

指導者 髙見 菫 

 

１ 単元名 いにしえの心にふれる 

 

２ 単元目標  

 ・作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界に親しむことができる。 

 ・現代語訳や語注などを手掛かりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考え

方を知ることができる。 

 

３ 評価の観点 

観点 評価観点別目標 

知識・技能 

・作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界に親しむことができ

る。 

・現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古

典に表れたものの見方や考え方を理解することができる。 

思考・判断・表現 

・登場人物の言動の意味などについて考え、内容を解釈すること

ができる。 

・文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付

け、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。 

主体的に学習に取り組む

態度 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我

が国の言語文化を大切にして、思いや考えを伝え合おうとするこ

とができる。 

 

４ 単元全体の指導計画（全 10時間） 

第一次 ①/10 

授業名 「平家物語」の世界に親しみ、音読を楽しもう 

ねらい 
「平家物語」の冒頭部分を朗読し、概要を押さえ、作品の世

界に親しむ。 

「深い学び」への

指導ポイント 

昨年度の朗読を振り返り、教材や資料動画で古典作品への理

解を深めさせる。 

第二次 ②③④/10 

授業名 扇の的―「平家物語」から 

ねらい 
「扇の的」の内容を捉えるとともに、登場人物の言動からそ

の心情を考えさせる。 

「深い学び」への

指導ポイント 

登場人物の思いや行動の中で、その言動がもつ価値を認識さ

せ、自分の考えを持たせる。 

第三次 ⑤⑥⑦/10 
授業名 仁和寺にある法師―「徒然草」から 

ねらい 仁和寺の法師の勘違いの内容から、作者のものの見方や考え



方、人物像を捉えさせる。 

「深い学び」への

指導ポイント 
自分の生活や体験と結び付け、考えを述べさせる。 

第四次 ⑧⑨⑩/10 

授業名 漢詩の風景 

ねらい 
漢詩に描かれた情景や心情を読み取るとともに、漢詩の特徴

を理解させる。 

「深い学び」への

指導ポイント 
漢詩の特徴をおさえるためにペアで朗読を行わせる。 

 

５. 本時（第１次 １時間目） 

 (1) 本時の指導目標 

 

観点 目標 手立て 

知識及び技能 

○作品の特徴を生かして朗読し、古典の世

界に親しんでいる。 

○現代語訳や語注などを手がかりに作品を

読むことを通して、古典に表れたものの見

方や考え方を知ることができる。 

全体だけでなくペアやグルー

プでも朗読を行い、「平家物

語」の冒頭部分の内容を捉え

させる。 

主体的に学習に

取り組む態度 

○言葉がもつ価値を認識するとともに、読

書を生活に役立て、我が国の言語文化を大

切にして、思いや考えを伝え合おうとす

る。 

古典に表れた ものの見方や考

え方を知り、今までの学習を

生かして朗読させる。 

 

 (2) 教材 

教科書（国語２ 光村図書）・ノート・タブレット端末・モニター 

 

 

(3) 学習指導場面の工夫 

学習形態 場面・工夫 

一斉指導 
資料映像や画像を使用し、「平家物語」の登場人物の関係など

を理解させる。 

個別最適な学び 
ICT 端末を使って教科書の朗読音声を聴くことで、個々で歴史

的仮名遣いの確認や特徴を理解させる。 

協働的な学び 
ペアやグループで朗読し、古典に表れたものの見方や考え方に

関する自分の考えを深めさせる。 

  

 

 

 

 

 

 



(4) 学習の展開 

 
学習者の活動 

「深い学び」につながる学

習形態における支援 

学習

形態 

GIGA端末・
クラウド環境の
活用 

導

入 

15      

分 

・1 年生で学習した歴史的仮名遣い

の復習をする。 

 

 

 

・「平家物語」の主要な登場人物や

主な戦いについて知る。 

・ミライシードのドリルパ

ークを使用する。 

・1 年生の教科書の内容も

必要に応じて見られるよう

teamsに提示する。 

・資料を前に提示し、視覚

で理解を促す。 

個別 

 

 

 

 

一斉 

ドリルパー

ク【既習事

項の確認】 

 

PowerPoint

【 資 料 提

示】 

展

開 

30 

分 

・「平家物語」の概要と文章の特徴

を知る。 

 

 

 

 

 

・冒頭部分を音読し、和漢混交文の

響きを味わう。 

 

 

・冒頭部分の現代語訳を読み、「平

家物語」を貫く「無常観」のイメー

ジを持つ。 

 

・作品を貫く「無常観」と重ね合わ

せて、朗読する。 

 

 

 

・Excel シートにペアの生徒の朗読

評価を入力する。 

・琵琶法師の語る「平曲」

を実際に聞かせて、言葉の

響きや調子を感じ取らせ

る。 

 

 

 

・朗読音声を聴き、独特の

調子とリズムのある和漢混

交文の響きを感じ取らせ

る。 

・まずは「無常観」の意味

を全体で確認する。 

 

・言葉の意味を意識して、

冒頭部分を朗読させる。そ

の際、ペアやグループで朗

読を行うことで互いの読み

方の工夫も感じさせる。 

 

・なぜその評価になったの

か理由も確認する。 

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

一斉 

個別 

 

 

協働 

 

 

 

 

協働 

 

 

 

 

 

 

 

カメラ【QR

コード読み

取り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel【評

価シート】 

ま

と

め

５

分 

本時のふりかえりを行う。 今日学んだこと、ほかの人

の朗読を聞いて感じたこと

を記入し、学びを振り返

る。 

個別 Excel【振

り返り】 

 

資質・能力が育成され「深い学び」が実現している生徒の姿（学習活動の場面） 

・作品を貫く「無常観」と重ねあわせて朗読することができている。 

「平家物語」の冒頭部分を朗読し、作品の世界に親しもう。 


